
株式会社まるだい運輸倉庫（運輸倉庫業）

【ごあいさつ】
人に寄り添い、地域に愛され

地域に役立つ「まるだい」を目指して。

売上高100億円実現の目標と課題

売上高100億円実現に向けた具体的措置

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

〇本社所在地：

神奈川県小田原市成田480-5

〇事業概要：

・一般貨物/貨物取扱/積合せ運送事業

・普通倉庫業

・各種引越し、据付業務

〇常時使用する従業員：242名（2024年3月

期）

〇現在の売上高： 26.1億円（2024年3月期）

○法人番号：4021001032233

○Web：https://www.marudai-

unyu.com

代表取締役社長
秋元 美里

『ひとにやさしい物流で、まちを育てる』
株式会社まるだい運輸倉庫は、地域社会と共に歩み、すべての人が自分らしく働ける社会を実現するこ
とを企業理念としています。また女性が経営の中核を担う物流企業として、これまで女性従業員の積極
登用や柔軟な働き方の整備、現場での育児と仕事の両立支援などに取り組んできました。
次の10年間ではこうした取り組みをさらに発展させ、「物流の形を社会とともに進化させる」挑戦に踏
み出します。 シングルマザーや障がい者、共働き世帯など、多様な人々が地域で支え合いながら物流の
担い手となる体制を構築し、雇用創出・地域支援・信頼あるサービスを通じた企業成長を実現します。

2035年の売上達成に向け、現業である運輸・倉庫業に加え、新た
な成長施策により、年平均成長率約14%を目指す。 ・物流業界の人手不足、特に女性や高齢者の戦力化への制度的・現場

的ハードル
・地域に根差した多様なビジネスモデルの同時展開における経営資源
の分散リスク
・行政・他業種との連携による実行スピードの確保と持続的協力関係
の構築
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現業 新たな成長施策

① シングルマザー物流モデル
・柔軟な勤務時間制度の導入等の働きやすい環境を整え、女性なら
ではの信頼性・丁寧さを活かした質の高い物流サービスを提供
②共働き・障がい者就労対応型ワーク拠点
・軽作業やIT事務業務を定型化・分離し、障がい者や共働き・子育
て世帯が無理なく取り組める就労機会を整備
③見守り付き生活支援宅配モデル
・高齢化に伴う個別配送ニーズの増加に対応し、冷蔵車を活用した
生活支援型宅配便サービスを構築
→将来的には①〜③を活用した地域共生型複合拠点の構築を目指す

・「共生推進室」を事業統括組織として再編し、各モデルの導入・
展開・評価を担う専門部門を設置
・併せて、就労支援、福祉連携、人事制度設計、プロジェクト管理
等の専門性を持つ人材の外部採用・社内育成を強化し、施策を実
行・支援できる体制を整備
・保育事業者/子育て支援団体や福祉法人/地域包括支援センターと
連携し、シングルマザーや障がい者などの就労支援モデルの共同設
計と定着支援を推進
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